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（　記　入　例　）

令和８年度　活動費助成　収支予算書

　令和８年度収入予算

　令和８年度支出予算

　

（記載事項が多い場合は別紙に記載してください）

資
材
︵
備
品
等
︶
購
入
費
内
訳

購入する資材等 用　　　途 単 価 数 量 金　　額

会員会費 円 １人あたり年額

会員自己負担 円

前年度繰越金 円

寄付金 円

補助金・助成金 円

収益金 円

その他 円
合　　　計 円

地域福祉振興助成金申請額 円

会
場
費

場　　所 用　　　件 単 価 回 数 金　　額
合　　計 円

予 算 額 内　　　訳
合　　　計

助
成
対
象
経
費

資材購入費等 円 右欄に記載

交
　
通
　
費
　
内
　
訳

用　　件 行　き　先 往復料金 人 数 回 数 金　　額

会場費 円 右欄に記載

交通費 円 右欄に記載

ボランティア保険料 円 １人当たり年額　

小　　計 円

研修費 円

会報発行費 円

事務諸経費 円
合　　　計 円

その他 円
※　資材購入費や交通費等の名目で、実費負担を得る場合などについて、当該収入に対応する支出

次年度繰越金

　　は助成対象経費に含まれませんので、左の支出予定の「その他」の欄に記載してください。

※　資材購入費等で単価50,000円以上の経費は、見積書を添付してください。　

合　　計 円
端数が生じた場合、500円以上は切上げ、500円未満は切捨てにより、千円単位としてください。

①
助成対象経費の
２分の１

円

②
交付予定回数に
応じた助成限度額

※

円

※　新規申請団体は「150,000」円と記載。過去に５回以上の交付を受ける団体は「30,000」円

　　と記載。また、②により30,000円を下回る場合は「30,000」円と記載。

上記①、②のいずれか低い額を左上欄の地域福祉振興助成金申請額としてください。

予 算 額 内　　　訳

＝

３０，０００ 　３，０００ １０

６８，７００ 

４０，０００ 

８０，０００ 

８０，０００ 

７０，０００ 

９１，０００ 

７８，０００ 

５３７，７００ 

○○区民センター 地域交流会 3,500 2
７，０００円

１５６，８００ 

７，０００ 
在宅生活支援

１３６，０８０ 
（ボランティアＡ） 東区北○条東○丁目    ２８，８００円

２，１００ ３００ 7
（ボランティアＢ) 東区北○条東○丁目 ３０，９６０円

２９９，８８０ 
（ボランティアＣ） 北区北○条西○丁目 １７，２８０円

８，０００ 
（ボランティアＤ） 北区北○条西○丁目 ２４，４８０円

６，０００ 
（ボランティアＥ） 南区石山○条○丁目 ３４，５６０円

２２，８２０ 

１９１，０００ 

１０，０００

５３７，７００

○○助成財団より

円　×　 人

　円 ×　 　人

大正琴 音楽療法用
（破損のため買い替え）

音楽ＣＤ   音楽療法用 3,000

折り紙 在宅生活支援用 200

250,000

○○商店街振興組合より

フリーマーケットの売り上げ

特別養護老人ホーム△△より交通費として
７，０００円×１３回

音楽療法で使用する鉄琴やギターなどの楽器の修
理に備えるため。
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)

)
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２５０，０００円

　　(助成対象経費）
１５０，０００

６，０００円

８００円

図書購入

５００円×１２回（会員及び関係機関へ配布）

会議用、経理用の事務用品購入
印刷用紙、バインダー、ボールペン

円

継続申請団体は、前年度実績報告書の「次年度繰越額」を記載。

新規申請団体は、4月1日時点の保有資産(預貯金額、会員からの預かり金など)の合計額を記載。

(他に利用を予定する補助金・助成金名と金額を記載)

 

)

)

１５６，８００

5,000円

７，０００

960 1 30

860 1 36

960 1 18

1,020 1 24

960 1 36

１３６，０８０　

右下欄の計算による算出額を記載（千円単位）

支出欄の「合計」と同額になります

収入欄の「合計」と同額になります

0

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

△△への交通費９１，０００円
資材購入費のうち助成対象外経費１００，０００円

 （繰越金の目的）

　地域福祉振興助成金申請額の計算

150,000

78,000

(助成対象経費)

(初回助成額) (交付割合)

299,880 149,940

130,000 0.6 78,000

)

)

円 円

円 円


